
 

 

工事概要  

外環道では、大泉ＩＣ～三郷南ＩＣ間の約３４ｋｍのうち、約２７ｋｍが橋梁区間です。そのうち、約２．６ｋｍ

（１２橋）に鋼床版を使っています。 

これらの鋼床版において、詳細な点検を実施した結果、金属疲労と思われるき裂を確認しています。疲 

労き裂は、大型車の重交通により繰り返し荷重が加わった結果金属疲労を原因として発生したものと考えら

れます。床版へのダメージは、負荷される力（車の重み）の３乗に比例すると言われており、特に積載重量を

オーバーした「過積載車両」が大きく影響していると考えられます。 

 疲労き裂が深刻化すると、路面陥没等の恐れがあります。今回の工事では、このき裂が深刻化する前に

き裂の補修を行い、さらに補強工事を実施します。  

 今回実施する補強工事は、鋼床版上の８ｃｍのアスファルト舗装を、表面は通常通り走行性の良いアスフ

ァルト舗装（３ｃｍ）のまま、下面を剛性の高いコンクリート（通称 SFRC : 鋼繊維補強コンクリート、５ｃｍ）に置

き換えることで、鋼床版に作用する負荷を軽減させ、疲労損傷の抑制・防止を図ります。 

 通常、外環道では工事による渋滞を発生させないため、交通量の少ない夜間に工事を実施しており、本

工事においてもまずは夜間工事での実施可否を検討しました。しかし本工事では、従来のアスファルト舗装

工と比較しコンクリートを硬化させる時間を要するため、その他の施工時間を含めると昼夜連続３０時間に及

ぶ車線規制が必要となります。 

 
鋼床版の補強 

 

 
疲労き裂の例 

（外環道の鋼床版橋で大小のき裂が合計２,０００カ所程度発見されています。） 
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Q1．なぜ交通量の少ない夜間で工事を終わらせないのですか？ 

A1．通常外環道では交通影響を考慮し、夜間に工事を行っていますが、今回の工事は、コンクリートが硬

化するまでに時間がかかるため昼夜連続で車線規制を行います。  

外環道を長く安全にご利用いただくため、大切な工事です。  

 

Q2．鋼床版とは何ですか？ 

A2．床版とは、舗装及び通行車両の荷重を支える床をいい、鋼床版とは、鋼板をＵ型などの補強鋼材で支

える構造のことをいいます。  

交差点上、鉄道上、渡河部など、橋長が長い橋では、薄く、軽く、短期間で施工できる鋼床版が設計

上有利となり採用されるケースがあります。  

 

Q3．なぜき裂が発生したのですか？ 

A3．鋼床版の疲労き裂は、車の重み（以下、荷重）による局部的な変形の繰り返しで金属疲労が起こりま

す。金属疲労とは、金属にある大きさ以上の繰り返しの力が作用すると、金属にき裂が発生する現象

です。金属疲労の発生のしやすさは、荷重の３乗に比例すると言われており、特に大型車の重量オー

バーの車が大きく影響していると考えられます。 

 

Q4．現在発生しているき裂による危険性はないのですか？ 

A4．今回発見されている疲労き裂は部分的な損傷であり、落橋等の重大な損傷を引き起こすことはありま

せん。しかし、鋼床版に発生した疲労き裂は、放置すると鋼床版を貫通し、最悪の場合、路面の陥没

を招き、通行車両に被害を及ぼす可能性があります。  

疲労き裂が深刻化してから大規模な修繕を行う事後保全ではなく、損傷が軽微なうちに補修を行う予

防保全を実施し、構造物の長寿命化を目指していきます。 

 

 


